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明治学院大学国際平和研究所（PRIME）は、震災・原発事故以来「戦時と平時」について考える講演会をシリー

ズでおこなっています。 

 

今回は藤田秀雄氏（立正大学名誉教授、平和の文化をきずく会代表）をお招きし、「『戦争を推進した社会』と

『原発を推進した社会』」をテーマに講演していただきます。東日本大震災・原発事故の後、現在の社会状況につ

いてどう捉えればよいのか、また私たちの暮らす社会はどんな特徴を持っているのか改めて考えます。 

 

藤田氏は、早い時期から社会教育の研究と実践に携わり、戦後は大人たちがきちんと学習しなければ平和の

実現は不可能だと考え、市民とともに平和学習や平和運動を推進してこられました。また、米軍横須賀基地に原

子力潜水艦が日常的に寄港していることも問題視し、その実態も含めて参加者とともに考えてゆきます。 

   

イベント告知、または当日取材にお越しいただければ幸いです。  どうぞよろしくお願いいたします。 

 

●開催日時 ： 11月29日（火） 10：55～12：25  

●講演内容 ：「戦争を推進した社会」と「原発を推進した社会」 

          講師：藤田秀雄 氏（1931年生まれ、立正大学名誉教授、平和の文化をきずく会代表） 

●会 場 ： 明治学院大学 横浜キャンパス 8号館824教室  

（JR、横浜市営地下鉄 戸塚駅 バス 7分「明治学院大学南門」下車） 

※お車でのお越しはご遠慮ください。 

●参 加 費 ： 無料（事前申し込み不要） 

●主 催 ： 明治学院大学国際平和研究所（PRIME） 

●お問い合せ ： 明治学院大学国際平和研究所 Tel：03-5421-5652（平日11：00～18：00）  

 

取材のお問い合わせは…                 明治学院大学 広報室   担当：渡辺、板橋 

〒108-8636 東京都港区白金台1-2-37   Tel：03-5421-5165（直通）  Fax：03-5421-5185 

   koho@mguad.meijigakuin.ac.jp    http://www.meijigakuin.ac.jp 

 

PR-NO 1110111024 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 


